
横浜環状南線
釜利谷ジャンクションＣランプトンネル工事

工事説明会工事説明会

・記載の工事計画等は現時点におけるものであり、今後変更となる場合があります。
・また、概略を示しているため、実際の形状寸法、位置関係などとは異なる場合があります。
・記載の施設や構造物名称には仮称を含みます。

平成２８年９月２日・３日



■圏央道の整備状況
全 約

◆※1の区間の開通時期については土地収用法に基づく手続きによる
全延長：約300km
開通済：約241km（80％）

◆※1の区間の開通時期については土地収用法に基づく手続きによる
用地取得等が速やかに完了する場合

◆開通予定は2015年12月9日時点です。

道 路 構 造
圏央道圏央道

横浜環状南線
平成３２年度※１開通予定平成３２年度 開通予定
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釜利谷ＪＣＴ

■横浜環状南線の進捗状況 ●用地取得率※１

※１）用地取得率は、事業認定申請における事業地（起業地）
を基にした取得率、平成28年6月末現在

●工事進捗状況 【工事の状況】 赤丸：工事着手済

※1９６％

戸塚側 釜利谷側
飯島地区

（工事用道路整備工事）
公田ＩＣ

（掘割試験工事）
桂台トンネル工事

釜利谷ＪＣＴ
（工事用道路整備工事）

釜利谷ＪＣＴ工事
（トンネル工事/橋梁下部工事）

横

●工事進捗状況 【工事の状況】 赤丸：工事着手済
【工事の状況】 青丸：工事準備中

桂台トンネル工事 横
浜
横
須
賀
道

栄ＩＣ・ＪＣＴ

道
路④ ③

②

①

（橋梁下部工事/改良工事） 釜利谷ジャンクション Ｃランプトンネル工事公田笠間トンネル工事

②公田ＩＣ (Ｈ２４年頃)③飯島地区 (Ｈ２４年頃)④栄ＩＣ・ＪＣＴ (Ｈ２４年頃) ①神戸橋(Ｈ２４年頃）

③飯島地区 (Ｈ２８年８月) ②公田ＩＣ (Ｈ２８年８月)④栄ＩＣ・ＪＣＴ (Ｈ２８年８月) ①神戸橋 (Ｈ２８年８月)
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※橋梁下部工工事※工事用道路（仮橋）※護岸工事※橋梁下部工工事



■横浜環状南線の道路構造

戸塚側 釜利谷側

横
浜
横
須
賀賀
道
路

庄戸地区

（神戸橋交差点付近）
環状4号線

庄戸地区

釜利谷西
トンネル

釜利谷東
トンネル
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■庄戸地区の全体工事スケジュール

釜利谷側戸塚側

H28年度 （地下水位観測孔増設ボーリング・現況道路高さ測定・建物調査）

H29年度

H30年度 ジ ンクシ ン橋梁

釜利谷ジャンクションＣランプトンネル工事
（パイロットトンネル工事）

【ＳＴＥＰ１】

H30年度

H31年度

ジャンクション
工事

橋梁
工事

本線トンネル工事

【ＳＴＥＰ２】 【ＳＴＥＰ３】

H32年度
4



■庄戸地区の全体工事スケジュール
ジ プ 事 パ 事■ ＳＴＥＰ１：釜利谷ジャンクションＣランプトンネル工事（パイロットトンネル工事）

釜利谷側戸塚側

(B)

(C)

(A)
(B)

(A)(B)
(C)

③区間 ②区間 ①区間

(C)

代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面( )

55Ｃランプ 上り線下り線 Ｈランプ上り線下り線上り線下り線



■庄戸地区の全体工事スケジュール
線 事 線

釜利谷側戸塚側

■ ＳＴＥＰ２：本線トンネル工事（上り線）

(B)

(C)

(A)
(B)

(A)(B)
(C)

③区間 ②区間 ①区間

(C)

代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面( )

6Ｃランプ 上り線下り線 Ｈランプ上り線下り線上り線下り線



■庄戸地区の全体工事スケジュール
線 事 線■ ＳＴＥＰ３：本線トンネル工事（下り線）

釜利谷側戸塚側

(B)

(C)

(A)
(B)

(A)(B)
(C)

③区間 ②区間 ①区間

(C)

代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面( )

7Ｃランプ 上り線下り線 Ｈランプ上り線下り線上り線下り線



釜利谷ジャンクションCランプトンネル工事釜利谷ジャンクションCランプトンネル工事
（パイロットトンネル工事）（ 事）
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■工事の目的・効果

本工事は、本線トンネルをより安全確実に構築するため■
に、先行して小さいトンネル（パイロットトンネル）を掘って、
縦断的な地質状況や地上への影響などを予め確認す

また 構築 た ネ 庄 地 や桂台

るものです。

また、構築したパイロットトンネルは、庄戸地区や桂台、
公田地区などの工事で発生する土砂の搬出など、工事

ト ネ と 活 南線 事 よ 周辺道路

■

用のトンネルとして活用して、南線工事による周辺道路
や道路沿線への工事の影響を軽減・抑制します。
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■工事概要１

⼯事名 横浜環状南線 釜利⾕ジャンクションCランプトンネル⼯事

路線名 ⼀般国道468号（⾸都圏中央連絡⾃動⾞道）

⼯事場所 ⾃）横浜市⾦沢区釜利⾕町 ⾄）横浜市栄区庄⼾

⼯期 平成28年 ３⽉ 29⽇〜平成30年５⽉17⽇（約26ヶ⽉）

受注者 ⿅島建設㈱・⻄武建設㈱共同企業体

⼯事内容 横浜環状南線の釜利⾕ジャンクション〜環状４号線付近間のトンネル⼯事、地盤改良⼯
事等を⾏う延⻑約1 0kmの⼯事事等を⾏う延⻑約1.0kmの⼯事

作業⽇ 平⽇・⼟曜⽇及び祝⽇は通常作業、⽇曜⽇は原則休⼯

作業時間

原則 ８時〜17時（トンネル内及び防⾳ハウス内で⾏うトンネル⼯事は夜間も⾏う）
・資機材の搬出⼊及び⼟運搬は原則９時〜17時作業時間
（夜間通⾏のみ許可される特殊⾞両による資機材の搬出⼊等を除く）
・⼯事内容によっては、上記以外の時間帯に⼯事等を⾏う場合もあり
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■工事概要２
延長延長 約約1 01 0ｋｋ 釜利谷側戸塚側 延長延長 約約1.01.0ｋｍｋｍ

(C)

(A)
(B)

掘削方向
(A)(B)

(C)

③区間 ②区間 ①区間 掘削方向

掘削方向

代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)

掘削方向 (C)掘削方向

代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)

8
m

m

Ｃランプ 上り線下り線 Ｈランプ上り線下り線上り線下り線

約
６

m

約７m

約
8

約10m

約12m
11

約
1
0
m



■工事工程表

3/四 4/四 1/四 2/四

準備工事

工種
平成28年度 平成29年度 平成30年度　

1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四

トンネル作業ヤード構築

環状４号線側

釜利谷ジャンクション側

砕石壁工事

作業用トンネル構築

釜利谷ジャンクション側

地盤改良工事

作業用トンネル構築

地盤改良

パイロットトンネル工事

環状４号線側

釜利谷ジャンクション側

雑工

※本工程は現時点におけるものであり、今後変更となる場合があります。
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■トンネル作業ヤード構築（環状４号線側）

施 戸塚側 釜利谷側

準備作業

■ 施工フロー 戸塚側 釜利谷側

庄戸第四公園

市
道

市道413号

土留工事
防音ハウス

道
409

号

掘削工事

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

防音ハウス工事
トンネル作業ヤードトンネル作業ヤード

防音ハウス

仮設防音壁

防音ハウス

南側北側

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

防音 ウ

ﾄﾝﾈﾙ作業ﾔｰﾄﾞ

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

防音ハウス

掘削方向
敷
地
境

敷
地
境
界

13
トンネル作業ヤード

境
界



■トンネル作業ヤード構築（環状４号線側）
釜利谷側戸塚側

○ コンクリート基礎撤去・整地等

■ 準備作業

庄戸第四公園

コンクリート基礎撤去・整地等
釜利谷側

市
道

4
市道413号

戸塚側

○ 仮設防音壁設置
防音効果の高い防音板を設置します。

4
09号

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

大型クレーン等を使用して施工します。

仮設防音壁（イメージ）

仮設防音壁

高所作業車

３１ 防音板設置

大型クレーン

掘削・鋼管杭設置

ユニック

支柱建込２

高所作業車大型クレ ン ユニック

鋼管杭

14

鋼管杭
鋼管杭



■トンネル作業ヤード構築（環状４号線側）
事 戸塚側 釜利谷側

作業ヤードの両側に土留壁を設置します。
大型のクレーンを使用して施工します。

■ 土留工事
庄戸第四公園

戸塚側 釜利谷側

市
道

4

市道413号

土留壁

土留壁

0
9号

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

１ 掘 削 Ｈ鋼建込２

親杭（H形鋼）大型ク

土留壁

仮設防音壁

仮設防音壁

親杭（H形鋼）

大型クレーン

大型クレーン

敷

市道 敷
地
境
界

土留壁 土留壁

地
境
界

界

15



■トンネル作業ヤード構築（環状４号線側）
事 戸塚側 釜利谷側

市
道

4

市道413号油圧切削機を使用して掘削します。
アンカーで土留壁を固定しながら掘削を進めていきます。

■ 掘削工事 土留壁
庄戸第四公園

戸塚側 釜利谷側

0
9号

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

土留壁

掘 削

土留壁

掘削機（油圧切削機）
仮設防音壁

仮設防音壁
掘削機（油圧切削機ｲﾒｰｼﾞ）

積込みバックホウ

最大15ｍ敷

敷
地
境
界

市道

地
境
界

界

16
アンカー

アンカー

土留壁土留壁



業 防音防音 事

■トンネル作業ヤード構築（環状４号線側）
戸塚側 釜利谷側トンネル作業ヤードを囲う防音ハウスを設置

します。大型のクレーンを使用して設置します。
■ 防音ハウス工事

庄戸第四公園

戸塚側 釜利谷側

市
道

4
市道413号

防音ハウス

4
09号

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

防音ハウス（イメージ）
約35m

仮設防音壁約6m

敷

敷
地
境
界

市道
仮設防音壁

防音ハウス

地
境
界

界

17パイロットトンネル大型クレーン



■トンネル作業ヤード構築（環状４号線）
事 経路

釜利谷側戸塚側

前

■ 工事車両通行経路と台数

庄⼾郵便局前
交差点

環

最大 5台/日 ： 準備作業等［特大車］

環
状
4
号

神⼾橋交差点

庄⼾
⼩学校

号
線

旧庄⼾
中学校最大110台/日

⼋軒⾕⼾交差点

最大10台/日 ： 準備作業等

⼋軒⾕⼾交差点

最大10台/日 ： 準備作業等
18※本計画は現時点におけるものであり、

今後変更となる場合があります。



■砕石壁工事
施

砕石壁工事

仮囲い

庄戸第三
南公園

戸塚側 釜利谷側■ 施工フロー

準備作業

庄戸三丁目

砕石壁構築

地盤改良工事

バス停

水位観測孔設置

地盤改良工事

庄戸五丁目

ゴミ集積所

盛土部（イメージ）五丁目側 三丁目側

地下水位（イメージ）
砕石壁工事

地盤改良工事

19Cﾗﾝﾌﾟ 下り線 上り線 Hランプ

岩
盤
層



■砕石壁工事

■ 砕石壁構築 ■ 水位観測孔設置

■ 準備作業
整地等を行います。

大型クレーンで掘削した後、砕石を投入します。
掘削する穴は直径１ｍで、５５本構築して壁状にします。

水位観測 設置

戸塚側 釜利谷側

注水効果を確認するための観測孔を設置します。

１ 掘削 ２ 砕石投入

庄戸第三
南公園

戸塚側 釜利谷側

観測孔(ｲﾒｰｼﾞ)

１ 掘削 ２ 砕石投入

南公園

大型クレーン

砕石壁工事砕石壁工事

地盤改良工事ケーシング
マシン

20

シ



事 経路

■砕石壁工事

前

戸塚側 釜利谷側

■ 工事車両通行経路と台数

庄⼾郵便局前
交差点

環

最大 10台/日

環
状
4
号

午前ルート

庄⼾
⼩学校

号
線

神⼾橋交差点
旧庄⼾
中学校

砕⽯壁⼯事

⼋軒⾕⼾交差点

21

⼋軒⾕⼾交差点

午後ルート 最大 10台/日※本計画は現時点におけるものであり、
今後変更となる場合があります。



施

■地盤改良工事
■ 施工フロー

準備作業

砕石壁工事

仮囲い

庄戸第三
南公園

戸塚側 釜利谷側庄戸三丁目

準備作業

作業用トンネル構築

地盤改良 事

バス停

地盤改良
地盤改良工事

改良径 ：4 5ｍ/本

地盤改良工事（概要）

ゴミ集積所

庄戸 目改良径 ：4.5ｍ/本
本数 ：約340本
改良体積：約46,000ｍ3

掘削長さ：約23ｍ/本（平均）
内改良長：約9ｍ/本（平均）

盛土部（イメージ）五丁目側 三丁目側

庄戸五丁目

内改良長：約9ｍ/本（平均）
改良材 ：セメント系
施工方法：高圧噴射攪拌工法

地下水位（イメージ）
砕石壁工事

地盤改良工事

22Cﾗﾝﾌﾟ 下り線 上り線 Hランプ

岩
盤
層



■地盤改良工事
整 等■ 準備作業 整地等を行います。

■ 作業用トンネル構築
地盤改良は約１年に亘って行います。
庄戸地区内の工事車両通行回避と、環状4号線の通行台数を抑制するため、釜利谷ジャンクション側から
資機材等の搬出入を行うための作業用トンネル（仮設）を構築します。

作業用トンネル
戸塚側 釜利谷側地盤改良工事 作業用トンネル地盤改良 事

作業用トンネル

パイロットトンネル
（Ｃランプトンネル）
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盤 良

■地盤改良工事
■ 地盤改良

削孔機での削孔を行った後、改良体の造成を行います。

○ 施工手順施 順

３ 改良体造成完了２ 改良体造成１ 削 孔

造成ﾏｼｰﾝ
削孔機
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■地盤改良工事
盤 良 施 ジ○地盤改良（施工イメージ）

造成ﾏｼｰﾝ プラント等諸設備を含む全景造成ﾏｼ ﾝ プラント等諸設備を含む全景

25



道

■地盤改良工事
■ 市道切回し

地盤改良の期間中は、市道の切回しを行います。
地盤改良終了後に元の位置に復旧します。

切回し道路

地盤改良範囲

三丁目側市道下部地盤改良時

地盤改良範囲

五丁目側市道下部地盤改良時

庄戸第三南公園 庄戸第三南公園

庄戸三丁目 庄戸三丁目

庄戸五丁目 庄戸五丁目

26

庄戸五丁目 庄戸五丁目



■地盤改良工事
事 経路■ 工事車両通行経路と台数

前

戸塚側 釜利谷側

庄⼾郵便局前
交差点

環

最大 5台/日

環
状
4
号

午前ルート

庄⼾
⼩学校

号
線

神⼾橋交差点

最大 台/旧庄⼾
中学校

地盤改良⼯事

最大80台/日

⼋軒⾕⼾交差点
作業⽤トンネル

27

⼋軒⾕⼾交差点

午後ルート 最大 5台/日※本計画は現時点におけるものであり、
今後変更となる場合があります。



■パイロットトンネル工事
パ 事
・パイロットトンネルは、環状４号線側と釜利谷側の両方より掘削を行います。

・作業は昼夜間とも行いますが、夜間の作業では工事車両が一般道路へ出ることは原則ありません。

■ パイロットトンネル工事

釜利谷側戸塚側

(C)

(A)
(B)

掘削方向
(A)(B)

(C)

③区間 ②区間 ①区間

掘削方向

(C)

代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)代表断面(C) 代表断面(B) 代表断面(Ａ)

28Ｃランプ 上り線下り線 Ｈランプ上り線下り線上り線下り線



施 （ＮＡＴＭ 法 般的な施 手順）

■パイロットトンネル工事
■ 施工フロー（ＮＡＴＭ工法の一般的な施工手順）

・トンネルの掘削は①～⑤の作業を繰り返しながら前へ進みます。奥行１mずつを基本に繰り返しながら進みます。
・トンネル掘削作業は夜間も行います。

１ 掘削

吹付 クリ ト

１１ 掘削

奥行１．０ｍずつを基本に掘り進めます。
奥
行
1
ｍ ツインヘッダー（油圧切削機）

２ 吹付コンクリート

３ 鋼製支保工

ｍ
ず
つ
を
基
本

ツインヘッダ （油圧切削機）

４ 吹付コンクリート

５ ロ クボルト
２ 吹付コンクリート

本
に
繰
り
返
し

５ ロックボルト

６ 覆工

２２
掘削面を保護するため、数ｃｍの厚さでコンクリートを吹付けます。

吹付け機

29

コンクリート
ミキサー車



■パイロットトンネル工事
施 （ＮＡＴＭ 法 般的な施 手順）

鋼製支保工
１ 掘削

３３

■ 施工フロー（ＮＡＴＭ工法の一般的な施工手順）

１ 掘削

２ 吹付コンクリート

ロボットアームを使いアーチ型をした鋼製の支保工（Ｈ鋼）を建て込みます。

ジャンボ

３ 鋼製支保工

４ 吹付コンクリート 鋼製支保工（Ｈ鋼）

４４ 吹付コンクリート

再びコンクリートを吹付けて、鋼製支保工と地山をさらに一体化させます。

４

５ ロックボルト

６ 覆工

※支保工

吹付け機

※支保工
トンネルを掘削する際に地盤を支える構築物

コンクリート
ミキサー車
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■パイロットトンネル工事
施 般 施■ 施工フロー（ＮＡＴＭ工法の一般的な施工手順）

１ 掘削

２ 吹付コンクリート

５５ ロックボルト

ロックボルトを放射状に打設します。

３ 鋼製支保工 ロックボルト

４ 吹付コンクリート

５ ロックボルト ジャンボ

６ 覆工

※ロックボルト
地盤を支える材料の一つ。
吹付コンクリートを地山に固定する等の効果がある。
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■パイロットトンネル工事
施 （ＮＡＴＭ 法 般的な施 手順）■ 施工フロー（ＮＡＴＭ工法の一般的な施工手順）

６６ 覆工

覆工（鉄筋コンクリート）を打設し、トンネルが完成します。

１ 掘削

２ 吹付コンクリート

３ 鋼製支保工 覆工

４ 吹付コンクリート

５ ロックボルト

セントル

コンクリートコンクリート

６ 覆工

ミキサー車ポンプ車
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成

■パイロットトンネル工事

•パイロットトンネル完成後、一部区間で完成断面への拡幅を行います。

•後続の本線トンネル工事に向けて掘削時の挙動や施工方法の確認などを行います。

また 後続工事の作業スペ スとしても活用します

■ 完成断面への拡幅

•また、後続工事の作業スペースとしても活用します。

釜利谷側戸塚側

縦断図

五丁目側 三丁目側

約21m

横断図

約55m
釜利谷側戸塚側

約
15

m

下り線 上り線

約
15

m

約
6m

33

約約 約

約7ｍ



■パイロットトンネル工事
事 経路■ 工事車両通行経路と台数

・釜利谷側トンネル作業ヤードへの工事車両の出入りは、横浜横須賀道路より行います。
・環状4号線側トンネル作業ヤードへの工事車両の出入りは、環状4号線より行います。

工事出入口
神奈中⾞庫前交差点 トンネル作業ヤード

（釜利⾕JCT側）
最大 150台/日

釜利⾕JCT

大 /

工事出入口

神⼾橋交差点トンネル作業ヤード
（環状４号線側）

最大 80台/日

工事出入口
環状４号線側出入口（イメージ） ⼋軒⾕⼾交差点
戸塚側 釜利谷側

庄戸
第四公園

防音ハウス

市
道

409号

市道413号

34

朝⽐奈ICﾊﾟｲﾛｯﾄﾄﾝﾈﾙ

※本計画は現時点におけるものであり、今後変更となる場合があります。
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■工事車両通行経路と台数（まとめ）

庄⼾郵便局前交差点
最大5台/日

■ １日あたり最大通行台数

最大10台/日

午前ルート

庄⼾
⼩学校

環
状
4 ⼩学校

旧庄⼾
中学校

4
号
線

神⼾橋交差点 最大20台/日
最大80台/日

中学校

最大110台/日

作業⽤トンネル午後ルート
⼋軒⾕⼾交差点

最大10台/日

最大10台/日
36

最大30台/日

※本計画は現時点におけるものであり、今後変更となる場合があります。



■工事車両通行経路と台数（まとめ）
事

庄⼾郵便局前交差点
約20台

：交通誘導員
■ 工事期間中の延べ通行台数

約180台午前ルート

庄⼾
⼩学校

環
状
4 ⼩学校

旧庄⼾
中学校

4
号
線

神⼾橋交差点

約5,300台
中学校

約8,600台

⼋軒⾕⼾交差点

作業⽤トンネル約330台

午後ルート

約150台

37

約180台約510台

※本計画は現時点におけるものであり、今後変更となる場合があります。



■工事中の安全・環境対策

音 振 策騒音・振動対策

■仮囲い（防音パネル付き又は透明パネル）の設置
■仮設防音壁の設置 （トンネル作業ヤード構築※1 ）仮設防音 設置 （ 作業 構築 ）
■防音ハウスの設置 （トンネル作業ヤード※1）
■低騒音型機械の使用 ■現場内の段差抑制

仮設防音壁（イメージ） 防音ハウス（イメージ）仮囲い（イメージ） 仮設防音壁（イメ ジ） 防音ハウス（イメ ジ）

透明パネル

仮囲い（イメ ジ）

仮囲い
（防音パネル付）

低騒音型機械（イメージ）

38

低騒音型機械（ステッカー）

※1：環状4号線側トンネル作業ヤードのみ



粉 策

■工事中の安全・環境対策

■仮囲い（防音パネル付、又は透明パネル）の設置
■仮設防音壁の設置（トンネル作業ヤード構築※1 ）

粉じん対策

仮設防音壁 設置（ト ネ 作業ヤ ド構築 ）
■防音ハウスの設置（トンネル作業ヤード※1）
■散水・清掃の励行
■工事車両の泥落とし■工事車両の泥落とし

工事車両の泥落とし（タイヤ洗浄）イメージ散水イメージ

39

※1：環状4号線側トンネル作業ヤードのみ



■観測について

事 観工事期間中は、下記の観測を行います。
■ 騒音振動測定
■ 地下水位等の観測

■ 地表部の地表面沈下測量
■ 日野ずい道の挙動観測

■ 道路現況高さ測定(水準測量)

道路現況高さ測定・
地下水位観測孔（ﾏﾝﾎｰﾙ）

道路現況高さ測定
地表部の地表面沈下測量（イメージ）騒音振動表示計（イメージ）
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■観測について

（ 観 道 高 表 表 ）
戸塚側

庄戸二丁目 ■ 地下水位等の観測（廃止予定のものを除く）

■ 位置図 （地下水位等の観測、道路現況高さ測定、地表部の地表面沈下測量）
釜利谷側

庄戸一丁目

庄戸二丁目

地下水位
地下水位・流向・流速
流量・水質

■ 地下水位等の観測（廃止予定のものを除く）

庄

流量 水質

計測箇所（約460点）

継 表

■ 道路現況高さ測定（水準測量）

庄戸三丁目

庄戸四丁目

■ 地表部の地表面沈下測量（水準測量）

継続的に測定する代表点（約30点）

地表部 地表面沈下測量（水準測量）

測定範囲

庄戸五丁目

41



■工事車両の運行について

○法定速度を遵守し、見通しの悪い箇所は徐行運転（道路狭小箇所、カーブでは最徐行を徹底）を
行い、特に小学校・幼稚園付近や通学路となっている箇所は、歩行者の急な飛び出し等に細心の
注意を払います注意を払います。

○資機材の搬出入及び土運搬等を行う工事車両については、登下校時間帯は、小学校前を通行
しないことを原則としますしないことを原則とします。

○交差点では、歩行者や一般車両を優先します。

○交通誘導員を適切に配置し、歩行者や一般車両の安全確保に努めます。

○決められた経路を走行し、庄戸地区内の道路での駐車は厳禁とします。○決められ 経路を走行し、庄戸地区内 道路 駐車 厳禁 します。

○ディーゼル車規制適合車を使用します。

○急発進、急加速、空ぶかし等を禁止し、排出ガスや騒音の発生を抑制します。

○運行路の路面状況を適宜確認し、必要に応じて補修等を行って振動発生防止に努めます。

42

○土砂運搬等では、ダンプトラックからの粉じん等飛散防止のためのカバーやシートを適切に実施します。



■工事車両の運行について

■過積載防止の取り組み

土砂運搬車両の過積載を防止するため、車両重量計による計測を実施します。
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■工事車両の運行について

■工事車両の表示

工事車両が分かるように表示します。
・釜利谷ジャンクションＣランプトンネル工事は緑色。
・表示プレートを、フロントの見える所に置きます（Ａ３横サイズ）。

44



■その他

○交差又は近接するライフラインについては、管理者との協議を経て、十分な対策を
施しながら工事を行います。

○工事中の排水について適切な処理を行い、水質を管理します。

濁水処理装置（イメージ）
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■今後の予定

46

〇今後、事業用地内に作業員等が入り工事を開始
します。鹿島・西武共同企業体のﾕﾆﾌｫｰﾑは右写
真の通りです。

〇工事の進捗状況等は適宜、住民の皆様へお知ら
せします。

〇また、本格的な工事を開始する前に、事業用地近
隣のお宅を対象に建物調査を実施します。
今月末より開始する予定です。
※工事による影響の有無を正確に判断するために、現在の建物等の状態
を調査するものです。
※調査は建物の内外について行います。調査実施前に意思確認をさせて
いただきますが、極力内外双方の調査にご協力いただけますよう、お願い
致します。

夏 服 冬 服



問合せ先

○発注者
東日本高速道路㈱ 関東支社 横浜工事事務所

庄戸工事区 工事長：齋藤、担当：横山・渥美
さいとう よこやま あつみ

庄戸 事区 事長 齋藤、担当 横山 渥美

電話番号 045-352-3771 （9：00～17：00）

○施工会社
鹿島建設㈱・西武建設㈱共同企業体

現場代理人 居川

電話番号 （9月25日まで） 045 227 5052

いがわ

電話番号 （9月25日まで） 045-227-5052
（9月26日以降） 045-780-1230
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